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（３） 広報やまがた　２００４．４

　

平
成　

年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
国

１６

の
三
位
一
体
改
革
に
お
け
る
補
助
金
の
縮
減
に
よ
り
苦

渋
の
選
択
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
今
年　

月
中
旬
の
町
村

１０

合
併
と
相
俟
っ
て
、
山
方
町
と
し
て
最
後
の
予
算
編
成

と
な
り
、
こ
れ
ら
を
視
野
に
入
れ
た
編
成
と
な
り
ま
し

た
。
限
ら
れ
た
財
源
を
重
点
的
か
つ
効
率
的
な
配
分
に

努
め
、思
い
き
っ
た
事
務
事
業
の
見
直
し
を
行
う
ほ
か
、

地
方
財
政
計
画
指
針
に
基
づ
き
、
極
力
歳
入
の
確
保
に

努
め
、
歳
出
に
お
い
て
は
、
一
般
経
常
経
費
の
縮
減
を

図
る
と
共
に
投
資
的
経
費
の
確
保
に
努
め
て
、
重
要
施

策
課
題
の
具
現
化
を
図
り
、
本
町
の
地
域
資
源
を
有
効

活
用
し
た
地
域
振
興
を
図
る
た
め
、
新
し
い
地
域
産
業

が
創
出
で
き
る
土
壌
づ
く
り
や
本
町
の
恵
ま
れ
た
自

然
・
伝
統
・
地
域
文
化
・
祭
な
ど
の
交
流
資
源
の
活
用
、

温
泉
施
設
、地
域
特
産
品
販
売
施
設
等
の
活
用
に
よ
り
、

町
民
の
雇
用
拡
大
に
繋
が
る
施
策
を
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。
更
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
環
境
整
備
や
、

人
に
や
さ
し
い
良
好
な
住
環
境
を
整
備
し
、
分
譲
地
の

造
成
等
豊
か
で
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
進
め
る
基
盤
づ

く
り
や
、
町
民
生
活
の
質
の
向
上
に
直
結
す
る
分
野
及

び
次
の
世
代
へ
の
発
展
基
盤
と
な
る
分
野
へ
の
重
点
配

分
に
努
め
ま
し
た
。

本本本本本本本本本本本本本本本本
年年年年年年年年年年年年年年年年
度度度度度度度度度度度度度度度度
重重重重重重重重重重重重重重重重
点点点点点点点点点点点点点点点点
施施施施施施施施施施施施施施施施
策策策策策策策策策策策策策策策策
はははははははははははははははは

本
年
度
重
点
施
策
は

　

本
年
度
の
重
点
施
策
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
野
上
原

駅
周
辺
整
備
事
業
を
は
じ
め
、
各
種
整
備
事
業
に
つ
い

て
も
、
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
、
長
期
的
展
望
で

は
第
３
次
総
合
計
画
、
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
等
の

主
要
施
策
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
合
併
後
の
新
市
建

設
計
画
に
盛
り
込
み
、
山
方
地
域
発
展
の
た
め
に
一
層

の
努
力
を
し
、
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
過
疎
対
策
と
若
者
の
定
住
基
盤
の
確
立
を
図

る
た
め
、
新
住
宅
団
地
の
整
備
促
進
及
び
公
営
住
宅
の

改
築
等
を
図
る
と
共
に
、
既
存
企
業
の
充
実
、
奥
久
慈

グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン
の
整
備
促
進
、野
上
原
駅
周
辺
整
備
、

神
奉
地
地
区
交
流
ゾ
ー
ン
整
備
計
画
の
促
進
、
道
路
網

の
整
備
、
農
林
水
産
業
、
商
工
業
、
観
光
等
産
業
の
振

興
を
進
め
、
町
発
展
基
盤
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　

学
校
教
育
に
関
し
ま
し
て
は
、
新
し
い
学
習
指
導
要

領
に
基
づ
き
、
更
な
る
対
応
と
次
代
を
担
う
児
童
・
生

徒
が
心
身
共
に
健
康
で
、
国
際
化
時
代
に
対
応
で
き
る

人
間
形
成
を
目
指
す
教
育
環
境
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
簡
易
水
道
事
業
、
宅
地
開
発
分
譲
事
業
、
農

業
集
落
排
水
事
業
、
介
護
保
険
事
業
、
公
営
墓
地
事
業

及
び
戸
別
浄
化
槽
整
備
事
業
等
に
対
し
財
政
援
助
を
行

い
、
環
境
汚
染
対
策
や
介
護
保
険
制
度
の
充
実
、
少
子

化
対
策
等
福
祉
の
充
実
、
健
康
づ
く
り
と
保
健
予
防
の

充
実
を
図
り
、
安
全
で
快
適
な
生
活
が
で
き
る
環
境
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

　

本
町
の
美
し
い
自
然
環
境
や
町
の
特
性
を
有
効
に
活

用
す
る
た
め
、
三
太
の
湯
を
中
心
に　

世
紀
の
森
の
充

２２

実
等
を
進
め
、
山
方
町
と
し
て
の
最
後
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
伝
統
文
化
を

継
承
し
つ
つ
、
国
際
化
、
高
度
情
報
化
に
対
応
で
き
る

心
豊
か
な
個
性
と
創
造
性
に
富
む
人
づ
く
り
を
進
め
る

ほ
か
、
町
民
が
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
生
涯
学
習
や
芸

術
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
へ
参
加
で
き
る
機
会
の
提
供

等
、
均
衡
あ
る
発
展
を
目
標
に
全
力
を
傾
注
し
て
事
業

推
進
に
あ
た
る
考
え
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
今
年　

月
１０

中
旬
に
合
併
を
控
え
、
年
度
途
中
で
決
算
と
い
う
変
則

的
な
年
度
に
な
り
ま
す
が
、
今
年
度
の
主
要
事
業
に
つ

き
ま
し
て
は
、
で
き
る
だ
け
早
期
発
注
・
早
期
完
成
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

具具具具具具具具具具具具具具具具
体体体体体体体体体体体体体体体体
的的的的的的的的的的的的的的的的
施施施施施施施施施施施施施施施施
策策策策策策策策策策策策策策策策
とととととととととととととととと
しししししししししししししししし
てててててててててててててててて
はははははははははははははははは

具
体
的
施
策
と
し
て
は

　

具
体
的
施
策
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
本
町

産
業
経
済
の
発
展
並
び
に
町
民
生
活
及
び
生
産
活
動
に

直
結
す
る
交
通
体
系
の
確
保
を
図
る
た
め
、
ま
ず
町
道

整
備
で
は
、
高
井
釣
線
外
５
路
線
、
舗
装
で
は
小
貫
南

部
地
区
外
４
路
線
、
町
道
防
災
排
水
工
事
で
は
市
の
沢

地
区
外
４
路
線
、
農
道
改
良
で
は
須
田
道
西
地
区
を
実

施
す
る
ほ
か
、
過
疎
対
策
の
一
環
と
し
て
行
う
宅
地
開

発
分
譲
事
業
及
び
生
活
環
境
の
整
備
を
図
る
た
め
、
農

業
集
落
排
水
整
備
事
業
及
び
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

へ
の
財
政
援
助
、
ま
た
、
今
年
度
か
ら
新
た
に
導
入
し

ま
す
戸
別
合
併
処
理
浄
化
槽
整
備
事
業
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

【
生
活
安
全
対
策
】

　

生
活
安
全
対
策
で
は
、
山
方
町
生
活
安
全
に
関
す
る
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条
例
に
基
づ
き
、
安
全
で
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
行
う

ほ
か
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
歩
道
の
整
備
を
進
め
ま
す
。
ま

た
、
地
域
防
災
計
画
に
基
づ
き
、
消
防
組
織
の
充
実
強

化
と
施
設
整
備
に
努
め
る
と
共
に
、
山
方
町
女
性
防
火

ク
ラ
ブ
の
充
実
、
更
に
、
地
す
べ
り
地
区
の
観
測
業
務

を
引
き
続
き
行
い
、
防
災
体
制
の
強
化
を
図
り
、
町
民

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り
に
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

【
交
通
安
全
対
策
】

　

交
通
安
全
対
策
で
は
、
道
路
防
護
柵
等
及
び
案
内
標

識
等
交
通
安
全
施
設
の
整
備
を
図
る
と
共
に
、
増
加
し

て
い
る
交
通
事
故
に
対
処
す
る
た
め
、
交
通
安
全
教
育

及
び
交
通
安
全
指
導
に
努
め
る
ほ
か
、
交
通
安
全
運
動

を
展
開
し
、
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
交
通
事

故
の
撲
滅
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

【
産
業
の
振
興
】

　

次
に
産
業
の
振
興
で
あ
り
ま
す
が
、
ま
ず
、
町
の
基

幹
産
業
で
あ
り
ま
す
農
林
業
で
は
、
就
業
者
の
減
少
・

高
齢
化
と
相
俟
っ
て
、
減
反
政
策
の
強
化
等
に
よ
り
、

遊
休
農
用
地
の
拡
大
等
生
産
基
盤
が
脆
弱
化
し
て
い
く

中
、
今
年
度
か
ら
新
た
な
生
産
調
整
事
業
に
移
行
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
食
糧
自
給
率

の
向
上
を
目
指
し
、
関
係
機

関
が
一
体
と
な
っ
た
諸
施
策

の
推
進
が
極
め
て
重
要
と

な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
こ

の
た
め
、
中
山
間
地
域
直
接

支
払
事
業
の
推
進
等
農
業
の

振
興
を
図
る
と
共
に
、
小
規

模
水
田
基
盤
整
備
に
対
し
助

成
、
新
田
園
空
間
創
造
整
備

事
業
を
は
じ
め
、
農
業
基
盤

整
備
事
業
等
、
国
・
県
の
補

助
事
業
を
効
率
的
に
導
入

し
、
新
し
い
農
業
の
確
立
と
生
産
の
近
代
化
等
に
よ
り

農
業
振
興
を
図
り
、
魅
力
と
活
力
あ
る
農
業
の
展
開
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
農
業
離

れ
に
よ
る
農
地
の
荒
廃
に
対
処
す
る
た
め
、
農
作
業
の

受
託
事
業
の
充
実
に
努
め
ま
す
。
更
に
、
農
林
水
産
直

売
・
食
材
供
給
施
設
を
核
に
新
し
い
特
産
品
の
開
発
や

農
産
物
の
消
費
拡
大
と
販
売
促
進
を
行
い
ま
す
。

【
水
産
振
興
】

　

水
産
振
興
で
は
、
引
き
続
き
、
ヤ
マ
メ
等
の
冷
水
性

魚
の
養
殖
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
る
と
共
に
、
久
慈

川
漁
業
協
同
組
合
へ
の
助
成
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

【
林
業
振
興
】

　

林
業
振
興
で
は
、自
然
環
境
の
保
全
に
配
慮
し
つ
つ
、

引
き
続
き
間
伐
作
業
道
の
整
備
、
森
林
整
備
担
い
手
対

策
事
業
外
の
助
成
事
業
を
活
用
し
、
林
業
の
振
興
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
１
０
０
年
先
を
目
途
と

し
て
町
有
林
を
保
護
し
、
将
来
に
わ
た
っ
て
優
良
大
径

木
の
確
保
並
び
に
優
れ
た
自
然
環
境
保
護
林
と
し
て
保

持
す
る
施
策
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
更
に
、
木
造
住

宅
の
建
設
と
地
域
産
業
育
成
の
た
め
地
域
生
産
材
使
用

住
宅
建
設
に
対
す
る
助
成
事
業
、
緑
化
思
想
の
趣
旨
普

及
事
業
等
を
推
進
し
、
林
業
の
振
興
に
努
め
ま
す
。

【
商
工
業
の
振
興
】

　

商
工
業
の
振
興
で
は
、
Ｉ
Ｔ
関
連
産
業
の
不
況
や
輸

出
の
減
少
な
ど
中
小
企
業
を
取
り
巻
く
厳
し
い
経
営
環

境
が
続
き
景
気
の
低
迷
が
進
む
中
、
融
資
制
度
の
活
用

と
既
存
企
業
の
充
実
、
中
小
企
業
対
策
等
の
強
化
に
努

め
る
と
と
も
に
、
商
工
会
へ
の
助
成
を
行
い
、
商
工
業

の
振
興
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

【
観
光
の
振
興
】

　

観
光
の
振
興
に
つ
き
ま
し
て
は
、
三
太
の
湯
を
核
と

し
た
地
域
振
興
を
図
る
と
共
に
、
既
存
施
設
の
充
実
や

ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
整
備
を
進
め
、
観
光
協
会
へ
の

助
成
を
行
い
、
引
き
続
き
、
あ
ゆ
の
里
ま
つ
り
や
芋
煮

会
を
開
催
し
、
内
外
に
観
光
「
山
方
」
を
ア
ピ
ー
ル
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、　

世
紀
の
森
を
中
心
と
し
た

２２

環
境
づ
く
り
に
努
め
、
ホ
タ
ル
を
見
、
河
鹿
の
声
が
聞

け
る
よ
う
な
癒
し
の
場
を
提
供
し
、
山
紫
水
明
の
ふ
る

さ
と
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
福
祉
対
策
】

　

次
に
福
祉
対
策
で
あ
り
ま
す
が
、
少
子
・
高
齢
化
社

会
に
対
応
し
た
町
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
高
齢
福

祉
で
は
引
き
続
き
百
寿
祝
金
制
度
を
推
進
し
て
ま
い

り
、
さ
ら
に
高
齢
者
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
福
祉
施
策

を
展
開
す
る
た
め
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
利
活

用
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
介
護
保
険
制
度
の
円
滑
な
運

営
、
地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
推
進
事
業
、
在
宅
福
祉
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
や
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
等
を
活
用

し
、
手
厚
い
介
護
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
老
人
福
祉
の
向

２００４．４　広報やまがた （４）
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（５） 広報やまがた　２００４．４

上
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
少
子
化
の

進
行
は
、
労
働
力
人

口
の
減
少
を
も
た
ら

す
な
ど
、
社
会
経
済

活
動
全
般
に
大
き
な

影
響
を
与
え
る
こ
と

か
ら
、
出
生
率
の
向

上
を
図
る
と
共
に
、

安
心
し
て
子
供
を
産

み
育
て
ら
れ
る
よ

う
、
出
産
奨
励
金
の

実
施
や
児
童
手
当
の

拡
充
、
妊
産
婦
医
療

費
制
度
の
充
実
、
乳

幼
児
及
び
母
子
健
診
等
、
母
子
保
健
事
業
の
充
実
並
び

に
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
を
実
施
す
る
と
共
に
、

子
育
て
支
援
事
業
等
を
行
い
安
心
し
て
子
供
を
産
み
育

て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
る
ほ
か
、
母
子
福
祉
、

児
童
福
祉
、
青
少
年
対
策
等
の
施
策
を
推
進
し
、
少
子

化
問
題
に
対
応
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。
さ

ら
に
各
種
予
防
接
種
事
業
の
推
進
、
食
生
活
の
改
善
、

婦
人
の
健
康
づ
く
り
、
疾
病
予
防
対
策
事
業
で
あ
る
各

種
健
康
診
査
等
の
事
業
を
行
い
ま
す
。

　

医
療
の
確
保
に
つ
き
ま
し
て
は
、
中
核
総
合
病
院
の

誘
致
建
設
が
決
定
し
た
こ
と
に
よ
り
、
平
成　

年
度
開

１８

院
を
目
指
し
、
本
年
度
か
ら
関
係
町
村
共
々
本
格
的
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

障
害
者
福
祉
対
策
で
は
、
障
害
者
が
自
立
し
自
由
に

社
会
参
加
が
で
き
る
よ
う
、
日
常
生
活
用
具
援
助
事
業

を
は
じ
め
各
種
事
業
等
に
対
し
支
援
し
、
障
害
を
持
つ

方
々
が
暮
ら
し
や
す
い
町
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

【
環
境
保
全
対
策
】

　

環
境
保
全
問
題
で
は
、
地
球
温
暖
化
等
に
対
応
す
る

た
め
、
山
方
町
地
球

温
暖
化
防
止
実
行
計

画
に
基
づ
き
、
温
室

効
果
ガ
ス
の
抑
制
を

図
り
、
ゴ
ミ
の
減
量

化
、
ゴ
ミ
収
集
事
業

の
充
実
強
化
な
ど
、

循
環
型
社
会
の
形
成

に
努
め
る
ほ
か
、
引

き
続
き
住
宅
用
太
陽

光
発
電
シ
ス
テ
ム
設

置
や
生
ゴ
ミ
処
理
機

な
ど
の
助
成
を
行
い
、住
環
境
の
整
備
を
図
る
と
共
に
、

町
民
一
人
ひ
と
り
が
日
常
生
活
の
中
で
環
境
と
の
関
わ

り
に
つ
い
て
認
識
を
新
た
に
し
、
環
境
に
配
慮
し
た
行

動
が
実
践
で
き
る
環
境
監
視
員
な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
体
制
強
化
に
努
め
、
ゴ
ミ
の
な
い
快
適
な
生
活
環
境

づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

【
学
校
教
育
】

　

次
に
、
学
校
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
き
め
細
か
な

指
導
及
び
効
果
的
な
学
習
が
図
ら
れ
る
よ
う
「
Ｔ
Ｔ
特

別
配
置
事
業
」
を
実
施
す
る
と
共
に
、
学
習
指
導
補
助

教
員
を
配
置
し
、
少
人
数
学
級
の
指
導
充
実
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
各
学
校
教
育
施
設
の
整
備
に
つ
き
ま
し

て
は
、
山
方
中
学
校
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
改
修
、
山
方
南

小
学
校
水
泳
プ
ー
ル
塗
装
工
事
な
ど
施
設
の
整
備
を
し

て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
近
年
増
大
の
傾
向
に
あ
る
教

育
費
の
軽
減
措
置
と
し
て
教
育
ロ
ー
ン
利
子
補
給
制
度

を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
生
涯
学
習
】

　

生
涯
学
習
と
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
の
振
興
で
は
、
豊
か

で
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
構
築
を
目
指
し
、
町
民
に
多

様
な
学
習
機
会
を
提
供
す
る
た
め
、
ま
た
、
Ｉ
Ｔ
社
会

に
対
応
で
き
る
よ
う
Ｉ
Ｔ
基
礎
技
能
講
習
会
と
、
各
種

学
級
講
座
を
引
き
続
き
行
う
と
共
に
、
生
涯
学
習
施
設

等
の
整
備
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
人
間
生
活
の
基
本
は
健
康
で
あ
る
と
の
認
識

に
立
ち
、
各
種
球
技
大
会
や
町
民
の
体
力
づ
く
り
に
直

結
す
る
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
発
展
に
努
め
る
ほ
か
、
町
村

合
併
に
伴
い
、
山
方
町
最
後
と
な
る
体
育
祭
や
体
育
協

会
を
中
心
と
し
た
各
種
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

更
に
、
文
化
協
会
等
の
充
実
を
図
り
、
文
化
の
薫
り

高
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
事
務
事
業
】

　

事
務
事
業
で
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
る

た
め
、情
報
基
盤
整
備
事
業
業
務
・
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
等
の
高
度
利
用
を
図
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
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（６）２００４．４　広報やまがた

 １５年度は、駅への導入路（幅員約９
ｍ、延長８０ｍ）、ロータリー、駐輪
場を整備しました。平成１６年度には、
駅舎、トイレの整備などを行います。

・実施設計 1,300千円
・整備事業費 47,000千円

���������	


　町道改良工事４路線、舗装工事５
路線、防災排水工事５路線の整備を
行います。

・町道等測量設計 19,900千円
・町道改良工事 40,200千円
⑤－４１７号線（高井釣線）
③－９８０号線（原道西線）
④－８７４・９１９線（小貫地区）
③－９６４線（篠の沢線）
・町道舗装工事 16,700千円
④－９１０号線（小貫南部線）
②－１６８・１６９号線（舟生牛徳線）
Ⅰ級８号線（羽原線）
⑤－１１８号線（上山線）
④－９１６号線（河原線）
・町道防災排水工事 41,400千円
Ⅰ級７号線（下長久保地区）
③－１１４１号線（旧国道）
⑤－５４９号線（梶畑地区）
Ⅰ級９号線（中丸線）
市ノ沢地区
・ガードレール等設置工事

700千円
・道路補修・町道等草刈

28,150千円

�������
　野上流田地区に敷地約3.4ha、分譲
区画数約５２区画を造成します。
・造成工事設計監理 3,000千円
・造成工事費 109,150千円

���������	
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　それぞれの地域の特色を生かした
地域づくりを行う団体や個人に対
し、５０万円を限度として助成金を交
付します。

・助成金 1,000千円

���������	
�

　きれいで安全な水道水を供給する
ため、水道施設の充実を図っていき
ます。また、今年度から戸別浄化槽
整備事業を行い、町内全域の生活排
水処理を進めます。

・水質検査委託 5,269千円
・サイフォンフィルター整備工事

8,000千円
・取水・送水ポンプ取替え工事

5,000千円
・道路改良工事支障箇所給配水管等
布設替設計 1,000千円

・道路改良工事支障箇所給配水管等
布設替工事 20,000千円

・農業集落排水処理施設維持管理
6,345千円

・山方用水処理施設工事 2,331千円
・戸別浄化槽整備工事費

92,596千円

���������	
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　野上金田町営住宅建替えによるバ
リアフリー化を進めます。
・野上金田住宅建替え事業費

　90,000千円

���������

　県の事業として平成７年度から整
備が進められています。今年度も引
き続き工事が進められます。

・県への負担金 67,000千円



（７） 広報やまがた　２００４．４
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　町内の商工業振興のため引き続き
商工会への補助、自治金融への補助
を行っていきます。

・町商工会補助金 5,500千円
・自治金融保証料・利子補給補助金

4,020千円

��������

　おかげさまで１５年度の生産調整目
標面積は達成されました。１６年度か
らは制度が変わり、生産面積の割り
当てが行われますので引き続きご協
力をお願いいたします。

・生産調整推進対策助成金
10,480千円

���������	
��

　県内産の木材を使用した住宅の新
築、増築などに６０万円を限度とした
補助を行います。

・松くい虫被害木伐倒・防除
2,310千円

・地域生産材使用住宅建設費補助
3,000千円

・森林整備地域活動支援交付金
7,672千円

�������

　引き続き観光協会への助成を行い
「あゆの里まつり」「芋煮会」の充実
を図るとともに、「三太の湯」周辺
などの整備を行います。

・町観光協会補助金 18,300千円
・深串川修景整備 3,100千円
・三太の湯直売所設置工事

1,200千円

�����

　快適な住環境を目指し、引き続き
生ゴミ処理機購入補助を行うととも
に適切なゴミ収集・処理を行います。

・可燃ゴミ収集委託 14,345千円
・生ゴミ処理機購入費補助

490千円
・大宮地方環境整備組合分担金
（ゴミ・し尿処理） 94,639千円
・大宮地方広域組合衛生費分賦金
（火葬場） 19,973千円

�������

　大字山方大久保地内の須田道西地
区に幅員４m、延長１７０mの農道を整
備します。

・農道等調査測量設計 1,000千円
・農道改良工事（須田道西地区）

15,000千円

�������
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　中山間地域の耕作放棄地を防止す
るため１２年度から急傾斜地の田等に
交付金を支払っています。１６年度は
約３４．５haの急緩傾斜の田が対象に
なり、交付金が支払われます。

・中山間地域直接支払費交付金
4,243千円

　環境に優しい太陽光を利用し、発
電システムを導入するご家庭に１キ
ロワット当たり１０万円の補助を行い
ます。

・住宅用太陽光発電システム
設置費補助 1,500千円



（８）２００４．４　広報やまがた

　引き続き各種講座を開催するとと
もに体育協会、文化協会などへの助
成を行います。

・各種講座講師謝金 2,941千円
・体育協会補助金 3,664千円
・文化協会補助金 2,300千円
・中央公民館改修工事

23,000千円
・町営野球場トイレ改修工事

18,641千円
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　障害者の相談業務やバリアフリー
対策などを含め、障害のある方でも
安心して生活できる町づくりを進め
ます。

・障害福祉、介護支援相談業務委託
3,440千円

・重度身体障害者
住宅リフォーム補助金  1,600千円

・身体障害者補装具交付・修理費　
2,045千円

��������
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　消防施設の充実を図るため、野上、
照山、諸沢、盛金地区にそれぞれ１
基の防火用貯水槽を設置します。

・防火用貯水槽新設工事
16,800千円

・大宮地方広域組合消防費分賦金
122,654千円

����

　少子化が進むなかでの対策とし
て、出生奨励金制度（第3子以降に50
万円）、子育てサポーターの設置、
学童保育事業などを行います。
・出生奨励金 3,500千円
・子育てサポーター設置事業委託

510千円
・学童保育臨時保育士賃金

3,488千円
・山方町保育所改修工事

10,500千円

�������

　小学校の少人数学級を実現するた
め臨時講師を配置します。また、引
き続き学校施設の充実を図っていき
ます。
・小学校臨時講師賃金 9,600千円
・山方南小プール塗装工事

4,200千円
・中学校テニスコート改修工事

20,381千円
・スクールバス運行委託

19,984千円

��������

　大宮町に建設される総合病院「（仮
称）県北西部地域中核病院」建設事
業費の負担を行います。

・（仮称）県北西部地域中核病院
負担金 28,000千円

���������

　住民のみなさんの健康を守るた
め、引き続き各種健康診断、予防接
種などを行っていきます。

・結核健康診断委託 2,106千円
・婦人の健康づくり検診委託　390千円
・予防接種委託 2,291千円
・インフルエンザ予防接種委託

4,200千円
・妊婦、乳児健康診査委託 855千円
・高齢者各種検診委託等　35,619千円

　高齢者祝金、温泉訪問入浴サービ
ス、老人医療の充実など高齢化社会
に対応する各種事業を進めていきま
す。
・高齢者センター浴室改修 5,000千円
・高齢者祝金   　8,142千円
・三太の湯訪問入浴サービス
事業委託 2,892千円

・老人保護措置費 16,144千円
・老人保健特別会計繰出金

66,674千円

��������

　社会福祉協議会、国保や介護保険
特別会計に助成を行い、細やかな福
祉サービスを目指します。

・町社会福祉協議会補助金
3,000千円

・国民健康保険特別会計繰出金、
基盤安定繰出金 44,783千円
・介護保険特別会計繰出金

73,492千円

�������

��������

��������

������



（９） 広報やまがた　２００４．４
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（１０）２００４．４　広報やまがた
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◆基本理念
　少子・高齢化、地方分権、情報化、広域化など社会情勢の大
きな変革の中で、最も身近な行政　機関である市町村に対する
住民の要望は多様化してきています。
　一方、近年の景気低迷により、地方自治体の財政状況は厳し
さを増しています。このような状況の中で・地方分権への対応・
財政基盤の強化行政サービスの効率化などが求められていま
す。
　また、本地域の特色である水や緑豊かな自然環境を守り育む
とともに、それらを活用することが重要となっています。
　これらの点を踏まえ．合併後の新市は、次の３点をまちづく
りの基本理念と定め、住民と協働して速やかなる地域の一体化
と均衡ある発展を目指します。

“安心して暮らせるまちづくり”
��������	
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���������������
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“豊かな自然と快適なまちづくり”
��������	
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��������������
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“ふれあいと活力あるまちづくり”
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◆将来像

��������	
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　本地域の人々は、豊かな緑に囲まれ清流とともに生活してき
ました。
　また、５町村の総合計画に見られるように、新市が目指す将
来像は、都市型のものではなく、豊かな自然と共生した快適な
生活の場です。この将来像は、豊かな自然を守り、活かしなが
ら、人に優しく安全で快適な活力のあるまちづくりを進めてい
くことを表現したものです。

（新市建設計画）

　

３
月
８
日
に
大
宮
町
・
山
方
町
･
美
和
村
・
緒
川
村
・
御
前
山
村
の
合
併
協

定
調
印
が
行
わ
れ
、
各
市
町
村
で
議
決
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、　

月　

日
に「
常

１０

１６

陸
大
宮
市
」
が
誕
生
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
協
定
に
盛
り
込
ま
れ
た

「
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
（
新
市
建
設
計
画
）」
で
の
新
市
の
将
来
像
を�
豊
か

な
自
然
と
調
和
し
た
安
心
・
快
適
な
活
力
あ
る
ま
ち�
と
し
て
い
ま
す
。
新
市

建
設
計
画
は
、
合
併
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
ど
う
展
望
で
き
る
の
か
と
い
う
新
市

の
総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
（
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）
と
な
る
重
要
な
計
画

と
な
る
と
と
も
に
、
こ
の
計
画
に
よ
り
合
併
特
例
法
に
基
づ
く
様
々
な
財
政
措

置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

新
市
建
設
計
画
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
く
わ
し
く
は
、「
合
併
協
議
会

だ
よ
り
」
ま
た
は
、
合
併
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
合
併
協
議
会
Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://b
u
sin
e
ss3
.p
la
la
.o
r.jp
/o
y
m
o
g
g
k
j/



（１１） 広報やまがた　２００４．４
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　次の事業については、新市建設計画におけ
る重点事業と位置付け事業を推進します。

●　地域中核病院整備事業
　県北西部地域では、地域医療の核となる地
域中核病院の整備が喫緊の課題となっていま
す。
　高度な医療の需要に対応するため、近隣市
町村と連携して地域中核病院を整備し、高度
医療及び救急医療体制の充実を図ります。

●　市内循環交通システムの構築
　住民の生活交通を確保するため、市内を循
環するコミュニティバス等の交通システムを
構築し、市内移動の利便性の向上を図ります。

●　森林保全基金（仮称）の創設
　新市面積の約６割を占める森林は、新市の
大切な財産です。水源かん養、自然環境の保
全や活用など、森林の持つ公益的機能の維持
強化を図ることを目的とした、森林環境緊急
保全事業等を円滑に推進するため、森林保全
基金（仮称）を創設します。

　基本理念や将来像を踏まえながら、次の６項目を新市のまちづ
くりの方針とします。

◆健やかに安心して暮らせるまちづくり
　住民が健康で、かつ安心して生活していくためには、各種健康
づくりの施策を充実するとともに、地域医療の中核となる病院の
整備などが重要です。
　さらに、保健・医療・福祉が連携することにより、高齢者や障
害者などが安心して暮らせ、子供たちが健やかに育つような環境
づくりが必要となっています。
　そのため、互いに助け合い支え合う住民主体の地域福祉を推進
するとともに、介護保険をはじめとする高齢者や障害者の福祉施
策の充実、子育て支援施策の強化拡充を図ります。
　また、地域中核病院の整備による医療体制の強化、住民と行政
が一体となった健康づくりの推進など健やかに安心して暮らせる
まちづくりに努めます。
◆豊かな自然と調和した住みよいまちづくり
　住民生活の向上を図る上では、それぞれの地域の持性に応じた
生活基盤整備が必要であり、住民の要望もますます多様化してい
くものと予想されます。
　路線バスの充実や地域内を結ぶ交通システムの構築を図るな
ど、公共交通機関の拡充に努めるとともに、道路網や市街地の整
備、河川の改修など、豊かな自然と調和した住みよいまちづくり
を進めます。
◆人に優しく安全で快適なまちづくり
　住民が快適に暮らしていくためには、上・下水道、住宅などの
整備を進めることが必要です。持に、若者の定住促進のためには
これらの整備が不可欠となっています。
　各種の生活環境の整備を図るとともに、防災や防犯など住民の
安全にも配慮した、人に優しく安全で快適なまちづくりを進めます。
◆活力にあふれ安定して働けるまちづくり
　近年、景気の低迷により、本地域においても就労環境は厳しい
状況に置かれています。
　本地域が発展していくためには、産業の振興を図ることで、雇
用機会を拡大することが必要となっています。
　そのため、地産地消を基本とした農林業施策を展開するととも
に、魅力ある商店街づくりに努めます。また、企業を誘致して就
労の場を確保するなど、活力にあふれ安定して働けるまちづくり
を進めます。
◆個性と文化を育むふれあいのまちづくり
　本地域における優れた伝統や文化は、住民の誇りです。
　また、一人一人の人格と個性を尊重した教育環境を充実すると
ともに、広い視野を持った人材を育成するため、他地域との交流
を積極的に進めることが必要です。
　そのため、優れた伝統や文化の保存・伝承に努めるとともに、
個性を活かす教育環境の整備を図ります。さらに、各世代に応じ
たスポーツの振興や自主的な活動による生涯学習を積極的に推進
するなど、個性と文化を育むふれあいのまちづくりに努めます。
◆協働のまちづくり
　住民が地域を自らの手によって創造するためには、住民一人ひ
とりが行政に関心を持つとともに、住民相互が連携してまちづく
りを進める必要があります。
　そのため、行政は情報提供を十分行うとともに、適切な連携体
制を構築し、住民の意見を的確に反映することができる協働のま
ちづくりを進めます。
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２００４２００４．．４４　広報やまがた広報やまがた （１２）（１２）
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皆
さ
ん
か
ら
の
身
近
な
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
の
身
近
な
情
報
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
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（１３） 広報やまがた　２００４．４

▲保護者や地域の方も参加して行われた
　校章・校歌披露式

▲校章デザイン者の石川恵美子さん、
校歌作詞者の村田さち子さん、校歌
作曲者の池辺晋一郎さん（左から）

▲町から学校へ校旗の授与

　

学
校
再
編
に
よ
り
、
昨
年
４
月
か
ら
新
し
く

山
方
小
学
校
と
山
方
南
小
学
校
が
ス
タ
ー
ト

し
、
町
で
校
章
と
校
歌
の
制
作
を
進
め
て
い
ま

し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
両
校
の
校
章
と
校
歌
が
完

成
し
、
山
方
南
小
学
校
の
校
章
・
校
歌
披
露
式

が
３
月　

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

１８

　

山
方
南
小
学
校
の
校
章
は
公
募
し
た
デ
ザ
イ

ン
１
１
１
点
の
中
か
ら
、
長
田
在
住
の
高
校
生

石
川
恵
美
子
さ
ん
の
作
品
が
原
案
と
し
て
採
用

さ
れ
、
選
考
委
員
の
補
正
に
よ
り
完
成
し
ま
し

た
。
校
歌
の
作
曲
に
は
、
国
内
外
で
数
々
の
権

威
あ
る
賞
を
受
賞
し
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
の

主
題
歌
を
作
曲
す
る
な
ど
日
本
の
音
楽
界
屈
指

の
池
辺
晋
一
郎
氏
を
、
作
詞
に
は
、
学
校
教
育

音
楽
を
は
じ
め
、
合
唱
団
や
児
童
書
・
絵
本
の

作
詞
、
有
名
な
歌
謡
曲
の
作
詞
な
ど
幅
広
い
分

野
で
活
躍
中
の
村
田
さ
ち
子
氏
を
依
頼
し
て
立

派
な
校
歌
が
完
成
し
ま
し
た
。
池
辺
氏
と
村
田

氏
は
コ
ン
ビ
を
組
ん
で
多
く
の
校
歌
な
ど
を
作

詞
・
作
曲
し
て
い
ま
す
。

作
曲
者
の
池
辺
先
生
の
指
揮
で
全
員
が

新
し
い
校
歌
を
斉
唱
し
ま
し
た
。
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「
限
り
な
い　

未
来
に
」

果
て
し
な
い　

大
地
か
ら

湧
き
あ
が
る　

歌
声

こ
こ
は
南
小　

み
ん
な
の
宇
宙

こ
こ
か
ら
広
が
る　

希
望
の
空
を

み
ん
な
で　

明
る
く

も
っ
と　

明
る
く　

塗
っ
て
い
こ
う
ね
！

生
ま
れ
た
て
の　

太
陽
と

跳
ね
泳
ぐ　

久
慈
川

こ
こ
は
南
小　

み
ん
な
の
宇
宙

こ
こ
か
ら
始
ま
る　

自
分
の
地
図
を

翼
を　

ひ
ろ
げ
て

も
っ
と　

ひ
ろ
げ
て　

描
い
て
み
よ
う
ね
！

星
た
ち
の　

彼
方
か
ら

や
わ
ら
か
な　

南
風

こ
こ
は
南
小　

み
ん
な
の
宇
宙

す
て
き
な
出
会
い
を　

重
ね
た
後
に

み
ん
な
が　

や
さ
し
く

も
っ
と　

や
さ
し
く　

な
れ
た
ら
い
い
よ
ね
！
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平
成　

年
４
月

１６

　

日
に
収
入
役
の

１６任
期
が
満
了
に
な

る
の
に
伴
い
、
３

月
に
開
会
さ
れ
た

第
１
回
町
議
会
定

例
会
に
お
い
て
細
貝
一
郎
氏
を
収
入
役
に

選
任
す
る
こ
と
の
議
会
の
同
意
を
得
て
、

再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
「（
財
）
日
本
さ
く
ら
の
会
」（
会
長：

河
野
洋
平
）
の
主
催
す
る
第　

回
さ
く
ら

３９

　

平
成　

年
４
月

１６

　

日
に
監
査
委
員

２３の
任
期
が
満
了
に

な
る
の
に
伴
い
、

３
月
に
開
会
さ
れ

た
第
１
回
町
議
会

定
例
会
に
お
い
て
菊
池
泰
弘
氏
を
監
査
委

員
に
選
任
す
る
こ
と
の
議
会
の
同
意
を
得

て
、
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

●
小
学
生
低
学
年
の
部

　

優　

勝　

大
森　

悠
資

　

準
優
勝　

岡
崎　

浩
平

　

第
３
位　

木
村　

祐
人

　

第
３
位　

金
子　

裕
佑

●
小
学
生
女
子
の
部

　

優　

勝　

木
村　

里
沙

　

準
優
勝　

吉
田　

沙
織

　

第
３
位　

小
野
瀬
聡
美

　

第
３
位　

大
高
由
莉
子

●
小
学
生
高
学
年
の
部

　

優　

勝　

神
長　

涼
太

　

準
優
勝　

鈴
木　
　

明

　

第
３
位　

小
野
瀬
仁
史

　

第
３
位　

小
野
瀬
俊
輔

●
中
学
生
女
子
の
部

　

優　

勝　

高
村　

佑
子

　

準
優
勝　

大
森　

彩
弓

　

第
３
位　

猿
田　

愛
美

　

第
３
位　

戸
田
ま
な
み

●
中
学
生
男
子
の
部

優　

勝　

大
高　

弘
嗣

準
優
勝　

鈴
木　

成
明

第
３
位　

小
野
瀬
篤
史

第
３
位　

大
森　

公
平

祭
り
中
央
大
会
に
お
い
て　

名
の
表
彰
者

１０

の
一
人
と
し
て
大
字
西
野
内
の
細
貝
基
さ

ん
が
「
さ
く
ら
功
労
者
」
と
し
て
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
の
表
彰
は
、
細
貝
さ
ん

が
自
然
景
観
を
保
護
す
る
目
的
で
桜
の
植

樹
を
提
案
し
、
家
和
楽
、
諸
沢
地
区
の
道

路
沿
線
に
地
域
の
方
々
の
協
力
を
得
て
、

約
３
、０
０
０
本
の
桜
を
植
樹
、そ
の
後
も

桜
の
愛
護
に
努
め
、
地
域
の
景
観
保
全
に

尽
力
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

「
献
血
」
を
テ
ー

マ
に
人
の
命
や

感
動
を
俳
句
に

表
現
し
て
献
血

の
重
要
性
を
認

識
し
、
献
血
へ
の
親
近
感
を
深
め
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
に
日
本
赤
十
字
社
が
主
催
す

る「
献
血
俳
句
コ
ン
テ
ス
ト
」に
大
字
舟
生

の
尾
木
よ
ね
こ
さ
ん
が
入
選
し
ま
し
た
。

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
��
�
	
�


�
�
�


�

　

食
生
活
改
善
の
活

動
が
認
め
ら
れ
、
大

字
家
和
楽
の
石
井
て

る
子
さ
ん
と
大
字
山

方
の
根
本
紀
子
さ
ん

が
大
宮
保
健
所
長
、

保
健
衛
生
推
進
協
議

会
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
月
に
長
野
県
の
八
方
尾
根
ス
キ
ー
場

で
開
催
さ
れ
た
全
日
本
ス
キ
ー
技
術
選
手

権
に
大
字
盛
金
の
川
野
辺
仁
一
さ
ん
（
山

方
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
）
が
出
場
を
果
た
し
ま

し
た
。
こ
の
大
会
は
、
全
国
か
ら
選
ば
れ

た
ス
キ
ー
の
精
鋭
た
ち
が
最
先
端
の
ス

キ
ー
技
術
を
競
う
も
の
で
、
全
日
本
ス

キ
ー
連
盟
が
毎
年
開
催
し
て
い
る
も
の
で

す
。
川
野
辺
さ
ん
は
県
大
会
、
北
関
東
大

会
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
こ
と
に
よ
り

見
事
出
場
の
チ
ャ
ン
ス
を
得
ま
し
た
。
結
果

は
、
惜
し
く
も
決
勝
戦
に
は
残
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
後
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

●
工
芸
・
彫
刻
の
部

　
　

篠
田
宣
秋
・
鈴
木
直
介

●
書
の
部

　
　

堀
江
文
男
・
木
村　

新

●
写
真
の
部

　
　

大
森
正
義
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（１５） 広報やまがた　２００４．４
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妊
産
婦
、
乳
幼
児
、
父
子
家
庭
の
父
子
、

母
子
家
庭
の
母
子
、
重
度
心
身
障
害
者
等

な
ど
が
健
康
保
険
を
使
っ
て
医
療
機
関
で

診
療
を
受
け
た
場
合
、
自
己
負
担
す
る
費

用
分
を
県
と
町
が
助
成
す
る
制
度
で
す
。

�
�
�
�
�
��
�
	



　

山
方
町
に
住
所
が
あ
る
方
で
、
各
種
医

療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
の
う
ち
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
で
す
。

　

た
だ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
扶
養
人
数
に
応
じ

た
所
得
制
限
が
あ
り
、
こ
れ
を
超
え
る
所

得
の
あ
る
方
は
受
給
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

▼
妊
産
婦

�
母
子
手
帳
の
交
付
の
月
の
初
日
か
ら
出

産
日
の
月
の
翌
月
の
末
日

▼
乳
児
・
幼
児

�
１
歳
未
満
の
乳
児
、
１
歳
以
上
３
歳
未

満
の
幼
児

▼
父
子
家
庭
の
父
子
、
母
子
家
庭
の
母
子

�
配
偶
者
の
な
い
男
性
及
び
女
性
で　

歳
１８

未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
と
そ

の
子

�
配
偶
者
の
な
い
男
性
及
び
女
性
で　

歳
２０

未
満
の
障
害
児
及
び
高
校
在
学
者
を
養

育
し
て
い
る
方
と
そ
の
子

▼
重
度
心
身
障
害
者
等

�
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
者

で
、
１
級
ま
た
は
２
級
の
障
害
に
該
当

す
る
者
及
び
内
部
障
害
ま
た
は
ヒ
ト
免

疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
の
免
疫
の
機
能
障
害

に
よ
る
３
級
に
該
当
す
る
者

�
児
童
相
談
所
ま
た
は
更
生
相
談
所
に
お

い
て
、
知
能
指
数
が　

以
下
と
判
断
さ

３５

れ
た
者

�
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
者

で
、
３
級
の
障
害
に
該
当
し
か
つ
児
童

相
談
所
ま
た
は
更
生
相
談
所
に
お
い

て
、
知
能
指
数
が　

以
下
と
判
断
さ
れ

５０

た
者

�
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
、
判
定
が

﹇
Ａ
﹈
と
さ
れ
た
者

▼
幼
児
特
例

�
３
歳
か
ら
就
学
前
幼
児

　

次
の
書
類
を
ご
持
参
の
う
え
、
役
場
住

民
課
医
療
保
険
係
で
申
請
を
し
て
下
さ
い
。

　

申
請
の
前
年
度
以
降
に
県
外
か
ら
転
入

さ
れ
た
方
は
、
当
町
で
の
所
得
確
認
が
で

き
な
い
た
め
所
得
の
わ
か
る
書
類
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
県
内
か
ら
転
入
さ

れ
た
方
は
、
前
市
町
村
の
発
行
す
る
「
医

療
福
祉
費
受
給
者
証
交
付
証
明
書
」
を
提

出
し
て
下
さ
い
。

▼
妊
産
婦

健
康
保
険
証
、
印
鑑
、
母
子
健
康
手
帳
、

預
金
口
座
の
わ
か
る
書
類
（
通
帳
）

▼
乳
児
・
幼
児

　

健
康
保
険
証
、
印
鑑

▼
父
子
家
庭
の
父
子
、
母
子
家
庭
の
母
子

健
康
保
険
証
、
印
鑑
、
戸
籍
謄
本
等

（
町
外
に
本
籍
の
あ
る
方
）

▼
重
度
心
身
障
害
者
等

健
康
保
険
証
、
印
鑑
、
身
体
障
害
者
手

帳
、
年
金
証
書
ま
た
は
療
育
手
帳

▼
幼
児
特
例

健
康
保
険
証
、
印
鑑
、
預
金
口
座
の
わ

か
る
書
類
（
通
帳
）

▼
県
内
の
医
療
機
関
で
診
察
を
受
け
る
と

き
（
幼
児
特
例
は
除
く
）

　

次
の
も
の
を
医
療
機
関
の
窓
口
に
提
示

し
て
下
さ
い
。

【
健
康
保
険
証
、
受
給
者
証
、
�福
 

請
求
書

（
ピ
ン
ク
の
用
紙
）ま
た
は
�福
 

支
給
申
請

書
（
ブ
ル
ー
の
用
紙
）】

▼
県
外
の
医
療
機
関
等
で
診
察
を
受
け
る

と
き
・
幼
児
特
例

　

健
康
保
険
証
を
提
示
し
て
通
常
の
保
険

診
療
で
一
部
負
担
金
を
支
払
っ
て
下
さ

い
。
後
日
、
次
の
書
類
を
ご
持
参
の
上
、

役
場
住
民
課
医
療
保
険
係
で
申
請
を
行
っ

て
下
さ
い
。

【
受
給
者
証
、医
療
機
関
か
ら
発
行
の
領

収
書
、
印
鑑
】

�
�
�
�
��
�
�
	


�
�

　

次
の
よ
う
な
と
き
は
、
受
給
者
証
を
返

還
し
て
下
さ
い
。

■
町
外
に
転
出
す
る
と
き

■
死
亡
し
た
と
き

■
父
子
家
庭
、
母
子
家
庭
の
方
が
婚
姻
し

た
と
き

　

次
の
よ
う
な
と
き
は
、
変
更
の
届
け
出

を
し
て
下
さ
い
。

■
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
が
変
わ
っ
た

と
き

■
住
所
、
氏
名
、
扶
養
義
務
者
な
ど
が
変

わ
っ
た
と
き

　

�福
 

医
療
福
祉
制
度
の
こ
と
で
わ
か
ら
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

﹇
お
問
い
合
わ
せ
先
﹈

役
場
住
民
課　

医
療
保
険
係

�
（　

）
６
８
１
４

５７

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
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郵　 便　〒319－3192　山方660　山方町役場　あなたの声21係
ＦＡＸ　57－3992
電子メール　hisyo@town.yamagata.ibaraki.jp
※ご意見・ご要望は「町長への手紙」、電子メールなどをご利用ください。

あなたの声を町政に ご意見・ご要望などをお寄せ下さい
　このコーナーは、21世紀にあたり町民の皆様が日頃町政に対して感じていること等をお寄せい
ただき、その一部をご紹介し、町長がお答えするコーナーです。
　お寄せいただいた皆様の声は、今後の住みよい町づくりに役立ててまいりますので、町政に対
するご意見・ご提案をお待ちしております。

送付先

　

お
蔭
様
で
、
３
月　

日
に
中
核
病

30

院
誘
致
の
協
定
調
印
式
が
済
み
、
翌

　

日
は
知
事
に
合
併
申
請
書
を
提
出

31し
ま
し
た
。そ
ん
な
慌
た
だ
し
い
中
、

平
成　

年
度
を
迎
え
ま
し
た
。

16

　

さ
て
、
家
和
楽
の
Ｋ
Ｋ
さ
ん
か
ら

「
町
村
合
併
に
依
る
新
市
名
」
に
つ

い
て
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
新
市
名
募
集
に
つ
い
て
は
今
迄

の
町
村
名
は
使
用
不
可
で
あ
る
と
の

募
集
要
項
に
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
常
陸
大
宮
と
決
定
し
た
事
に
つ
い

て
大
変
疑
問
に
思
っ
て
お
り
」「
募
集

要
項
の
基
本
が
簡
単
に
ほ
ご
さ
れ
る

様
で
は
今
後
の
行
政
運
営
に
大
変
疑

問
を
感
じ
ま
す
」

　

ま
た
、
３
月
定
例
議
会
の
一
般
質

問
で
、
木
村
勝
昭
議
員
か
ら
、　

　
「
５
町
村
の
現
在
の
名
称
を
使
用

し
な
い
約
束
事
が
な
ぜ
簡
単
に
変

わ
っ
て
し
ま
う
の
か
、
多
く
の
町
民

に
理
解
さ
れ
て
い
な
い
」

と
追
及
さ
れ
ま
し
た
。　

　

そ
の
他
、
多
く
の
方
々
か
ら
同
種

の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
関
心
の
高

さ
を
実
感
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

議
会
答
弁
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
「
協
議
会
に
お
け
る（
新
市
名
称
検

討
）
小
委
員
会
委
員
長
の
報
告
に
よ

る
と
、�
現
町
村
名
は
使
用
し
な
い�

の
解
釈
に
つ
い
て
大
変
議
論
に
な
っ

た
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し

『
ひ
た
ち
大
宮
市
』
を
含
む
６
案
が

協
議
会
へ
報
告
さ
れ
た
こ
と
を
考
え

る
と
、
小
委
員
会
で
の
協
議
に
お
い

て�
現
町
村
名
は
使
用
し
な
い�
と

募
集
要
領
で
規
定
し
た
中
で
『
ひ
た

ち
大
宮
市
』
と
し
て
使
用
す
る
こ
と

は
可
能
で
あ
る
と
解
釈
す
る
に
至
っ

た
も
の
と
理
解
し
て
お
り
ま
す
」

　

重
要
で
微
妙
な
問
題
で
す
が
、
韓

国
人
の 
呉  
善  
花 
さ
ん
は
、
日
本
人
の

お 
そ
ん 
ふ
ぁ

ホ
ン
ネ
（
実
質
）
と
タ
テ
マ
エ
（
原

則
）
の
使
い
方
を
、「
シ
ビ
ア
な
問
題

の
解
決
に
つ
い
て
は
、
現
実
的
な
状

況
の
動
き
に
応
じ
て
、
あ
る
と
き
は

実
質
的
な
解
決
へ
と
、
適
宜
重
点
を

移
し
な
が
ら
実
際
的
に
問
題
に
対
処

し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
、
日
本

人
に
特
有
な
現
実
処
理
の
方
法
で
あ

る
」（『
日
本
が
嫌
い
な
日
本
人
へ
』）

と
述
べ
て
お
り
ま
し
た
。
傾
聴
に
値

す
る
分
析
だ
と
思
い
ま
す
。
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������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
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��������������������������������������������������
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�
�
�
�
�
�
�
�

住
民
課

医
療
保
険
係

住
民
課　

医
療
保
険
係

合　　計退　　職一　　般
２，０６８件５７３件１，４９５件件　　　　　　数

２　　月
（１２月診療）

４６，２２７，８７０円１１，８５１，３３０円３４，３７６，５４０円金　　　　　　額
２２，３５４円２０，６８３円２２，９９４円１件あたりの金額
２，０６８件５７４件１，４９４件件　　　　　　数

３　　月
（１月診療）

５０，９３９，３７０円１６，４７０，４１０円３４，４６８，９６０円金　　　　　　額
２４，６３２円２８，６９４円２３，０７２円１件あたりの金額

合　　計国　　保社　　保
３，０７１件２，２５４件８１７件件　　　　　　数

２　　月
（１２月診療）

７９，７８８，７７１円５６，４７９，９８８円２３，３０８，７８３円金　　　　　　額
２５，９８１円２５，０５８円２８，５３０円１件あたりの金額
２，９７６件２，２２７件７４９件件　　　　　　数

３　　月
（１月診療）

７７，９３２，５０２円５６，１８２，８６４円２１，７４９，６３８円金　　　　　　額
２６，１８７円２５，２２８円２９，０３８円１件あたりの金額

【２月、３月に支払った医療費】
��������

【２月、３月に支払った医療費】
������



（１７）（１７） 広報やまがた広報やまがた　２００４２００４．．４４
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地
球
上
で
は
、
大
気
中
の
窒
素
、
酸
素
、
二
酸
化
炭
素
な

ど
が
一
定
の
濃
度
で
存
在
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
太
陽
か
ら

の
日
射
と
地
表
面
か
ら
放
出
さ
れ
る
熱
の
バ
ラ
ン
ス
が
保
た

れ
、
生
物
が
生
存
で
き
る
環
境
を
維
持
し
て
き
ま
し
た
。
し

か
し
、　

世
紀
末
の
産
業
革
命
以
降
、
石
炭
や
石
油
な
ど
化

１８

石
燃
料
の
大
量
消
費
や
森
林
の
大
量
伐
採
な
ど
に
よ
り
、
大

気
中
の
二
酸
化
炭
素
濃
度
が
増
加
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
地
表
か
ら
放
出
さ
れ
る
熱
が
大
気
に
吸
収
さ
れ
、
温

度
が
上
昇
す
る
と
い
う
「
温
暖
化
」
が
引
き
起
こ
さ
れ
ま
す
。

　

気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
（
I
P
C
C
）
に
よ

る
と
、
こ
の
ま
ま
温
室
効
果
ガ
ス
が
排
出
さ
れ
続
け
る
と
２

１
０
０
年
ま
で
に
１
９
９
０
年
と
比
較
し
て
地
表
付
近
の
平

均
気
温
が
１
・
４
〜
５
・
８
℃
上
昇
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
よ
り
、
以
下
の
よ
う
な
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
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温
室
効
果
ガ
ス
の
過
剰
な
放
出
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
量

消
費
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
ま
す
。
過
剰
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

消
費
を
少
し
で
も
減
ら
す
た
め
に
は
、
一
人
一
人
の
使
用
電

力
を
少
し
で
も
減
ら
す
と
い
う
心
構
え
が
必
要
で
す
。
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地
球
温
暖
化
の
原
因
で
あ
る
温
室
効
果
ガ
ス
は
、
主
に
エ

ネ
ル
ギ
ー
生
産
時
に
発
生
し
て
お
り
、
化
石
燃
料
を
使
用
し

た
火
力
発
電
や
、
交
通
機
関
の
使
用
は
そ
の
主
た
る
原
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
風
力
発
電
や
太
陽
光
発
電
、

燃
料
電
池
な
ど
の
よ
う
に
、
化
石
燃
料
に
依
存
し
な
い
新
し

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
必
要
で
す
。
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構成比（％）二酸化炭素
換算値（㎏）

温室効果ガス
排出量（㎏）温室効果ガスの種類

９９．６２２，３２３，１５１．８２，３２３，１５１．８二酸化炭素

０．０１１３６．９６．５メ タ ン

０．１７３，８５７．７１２．４一酸化二窒素

０．２１４，９４１．３４．７Ｈ Ｆ Ｃ

１００．００２，３３２，０８７．７温室効果ガス総排出量
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●
分
譲
地
概
要

�
交
通　

Ｊ
Ｒ
水
郡
線
「
山
方
宿

駅
」
よ
り
徒
歩　

分
。
国
道
１
１

２０

８
号
よ
り
８
０
０
ｍ
。

�
給
水　

町
営
水
道
（
宅
地
内
引
き

込
み
済
み
）

●
分
譲
地
所
在
地
及
び
価
格

�
分
譲
地
名　
「
舘
」

�
住
所　

山
方
町
山
方
２
９
８－
８

�
区
画　

１
区
画

�
面
積　

３
４
１
・
６
８
㎡

　
（
１
０
３
・
３
５
坪
）

�
金
額　

６
８
３
万
円

●
申
し
込
み
資
格

　

申
し
込
み
は
、
次
に
該
当
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

�
自
ら
住
宅
を
建
設
す
る
た
め
宅
地

を
必
要
と
す
る
方
。

�
町
の
指
定
す
る
日
に
譲
渡
価
格
等

の
支
払
い
が
確
実
に
で
き
る
方
。

�
土
地
の
引
渡
し
後
、
３
年
以
内
に

住
宅
を
建
築
し
、居
住
で
き
る
方
。

●
申
し
込
み
方
法

●
試
験　
�
【
第
１
次
試
験
】
９
月

　

日（
日
）（
教
養
試
験
・
論
文
試

１９験
・
身
体
体
力
検
査
）

�
【
第
２
次
試
験
】　

月　

日（
火
）

１０

１２

〜　

月　

日（
木
）（
口
述
試
験
・

１０

１４

適
性
検
査
・
身
体
精
密
検
査
）

　

基
本
的
人
権
の
尊
重
は
日
本
国
憲

法
の
重
要
な
柱
の
一
つ
で
あ
り
、す
べ

て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会

が
実
現
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

人
権
問
題
で
お
困
り
の
と
き
は
、

最
寄
り
の
法
務
局
の
人
権
相
談
所
又

は
人
権
擁
護
委
員
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

水
戸
地
方
法
務
局

茨
城
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
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申
込
書
に
所
要
事
項
を
記
入
の

上
、
役
場
経
済
課
林
政
係
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。（
申
込
書
は
、
役
場

経
済
課
に
あ
り
ま
す
。）

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
経
済
課

●
受
験
資
格

　
【
Ａ
】
昭
和　

年
４
月
２
日
以
降

５０

に
生
ま
れ
た
人
で
、
学
校
教
育
法
に

よ
る
大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
。）

を
卒
業
し
た
人
、
も
し
く
は
平
成　
１７

年
３
月　

日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の

３１

人
。
ま
た
は
人
事
委
員
会
が
こ
れ
と

同
等
と
認
め
る
人
。（
平
成　

年
４

１７

月
１
日
現
在　

歳
以
下
）

２９

　
【
Ｂ
】
昭
和　

年
４
月
２
日
か
ら

５０

昭
和　

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

６２

た
人
で
、
警
察
官
Ａ
の
受
験
資
格
に

該
当
し
な
い
人
。（
平
成　

年
４
月

１７

１
日
現
在　

〜　

歳
）

１８

２９

●
受
付
期
間　

７
月
１
日
（
木
）
〜

８
月　

日
（
金
）

２７

★★★今月の納期★★★

４月３０日（金）
●固定資産税（１期）
●水道使用料
●家畜共済掛金

　

毎
日
、
家
庭
か
ら
排
出
す
る
生
ゴ

ミ
の
減
量
化
を
図
る
た
め
、
生
ゴ
ミ

処
理
機
等
を
購
入
す
る
方
に
補
助
金

を
交
付
し
ま
す
。

●
補
助
対
象
者　

町
内
に
お
住
ま
い

の
方
で
家
庭
の
生
ゴ
ミ
を
生
ゴ
ミ
処

理
機
等
で
堆
肥
化
し
た
も
の
を
自
家

処
理
で
き
る
方

●
補
助
金
の
額

【
生
ゴ
ミ
処
理
機
】

▼
対
象
基
数　

１
世
帯
１
基

▼
補
助
額　

２
０
、０
０
０
円
を
限

度
と
す
る
購
入
価
格
（
消
費
税
相

当
額
を
除
く
）
の
２
分
の
１
に
相

当
す
る
額

【
土
上
設
置
型
コ
ン
ポ
ス
ト
化
容
器
・

Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
菌
使
用
密
閉
容
器
】

▼
対
象
基
数　

１
世
帯
２
基
以
内

▼
補
助
額　

３
、０
０
０
円
を
限
度
と

す
る
購
入
価
格
（
消
費
税
相
当
額
を

除
く
）
の
２
分
の
１
に
相
当
す
る
額

●
問
い
合
わ
せ　

役
場
生
活
環
境
課
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調査場所
合　　計助 手 席運 転 席

調査日月
着用率台数着用数着用率台数着用数着用率台数着用数

山方宿駅前85.0 622 529 73.2 97 71 87.2 525 458 ４月２５日
（金）4 

山方宿駅前89.2 482 430 82.8 64 53 90.2 418 377 ５月２０日
（火）5 

山方宿駅前87.0 501 436 82.3 79 65 87.9 422 371 ６月１５日
（日）6 

山方宿駅前
（県下一斉調査）90.5 895 810 81.0 105 85 91.8 790 725 ７月２５日

（金）7 

常 陽 銀 行
山方支店前91.1 214 195 93.8 16 15 90.9 198 180 ８月１日

（金）8 

役 場 前86.8 167 145 72.7 22 16 89.0 145 129 ９月４日
（木）9 

山方宿駅前92.0 262 241 79.3 29 23 93.6 233 218 １０月１日
（水）10 

山方宿駅前82.8 297 246 56.1 41 23 87.1 256 223 １１月６日
（木）11 

山方宿駅前86.7 278 241 73.0 37 27 88.8 241 214 １２月４日
（木）12 

山方宿駅前82.8 250 207 68.8 32 22 84.9 218 185 １月１５日
（木）1 

山方宿駅前80.8 208 168 55.6 18 10 83.2 190 158 ２月１７日
（火）2 

山方宿駅前84.9 252 214 75.0 32 24 86.4 220 190 ３月１５日
（月）3 

87.2 4,428 3,862 75.9 572 434 88.9 3,856 3,428 年間合計
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（１９）（１９） 広報やまがた広報やまがた　２００４２００４．．４４

��������	����������	��
�
�
�
�
�

課
長　

海
老
根
一
雄（
税
務
課
長
）

�
�
�
�
�

課
長　

高
林　

匠（
秘
書
課
長
）

課
長
補
佐　

小
野
瀬
義
則

（
総
務
課
主
査
兼
庶
務
係
長
）

主
査
兼
庶
務
係
長　

國
松　

章

（
建
設
課
主
査
兼
土
木
施
設
係
長
）

�
�
�
�
�

課
長　

佐
藤　

則
夫

（
経
済
課
長
補
佐
兼
地
籍
調
査
係
長
）

住
民
税
係
主
幹　

高
橋　

誠
二

（
経
済
課
農
政
係
主
幹
）

�
�
�
�
�

課
長
兼
農
業
委
員
会
事
務
局
長

　

三
次　

重
雄（
総
務
課
長
補
佐
）

課
長
補
佐
兼
地
籍
調
査
係
長

　

富
田　

淳
史（
主
査
兼
農
業
振
興
係
長
）

農
業
振
興
係
長　

木
村　

寛

（
税
務
課
住
民
税
係
主
幹
）

�
�
�
�
�
�
�

課
長
補
佐
兼
水
道
係
長

　

立
原　

正
雄（
課
長
補
佐
）

�
�
�
�
�

主
査
兼
土
木
施
設
係
長

　

大
貫　

保
美

（
生
活
環
境
課
主
査
兼
水
道
係
長
）

�
�
�
�
�

課
長　

鹿
島　

章

（
経
済
課
長
兼
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）

�
�
�
�
�

主
査
兼
支
出
係
長　

後
藤　

輝
満

（
総
務
課
主
査
兼
管
財
・
検
査
係
）

�
�
�
�
�
�
�

課
長
補
佐
兼
学
校
教
育
係
長

　

木
村　

唯
弘

（
出
納
室
主
査
兼
支
出
係
長
）

�
�
�
�
�
�

総
務
課
管
財
・
検
査
係
主
事

　

鈴
木　

大
介

保
育
所
保
育
士　

圷　

沙
織

�
�
�
�

�
小
林　

弘
之（
総
務
課
長
）

�
根
本　

鈴
子（
住
民
課
長
）

�
木
村
さ
た
子

　
（
学
校
教
育
課
長
補
佐
兼
学
校
教
育
係
長
）

�
�
���
�
�
�

○
校　

長

山
方
小　

三
次　
　

克（
柴
崎
小
）

山
方
中　

三
次　

克
巳（
さ
は
ら
小
）

○
教　

頭

山
方
中　

池
田　

勇
人（
山
方
南
小
）

○
教　

諭

山
方
小　

小
室
か
お
る（
大
場
小
）

山
方
小　

高
橋　

彩
子（
横
堀
小
）

山
方
中　

松
山　

知
曉（
新
規
採
用
）

○
係　

長

山
方
小　

宇
野　

佳
都（
大
宮
小
）

�
��
�
�

○
校　

長

小
瀬
小　

山�
　

一
美（
山
方
中
）

○
主
査
兼
普
及
課
長

県
立
図
書
館　

小
堀　

修
弥（

山
方
小
）

○
教　

諭

大
宮
西
小　

増
子　

弘
子（
山
方
小
）

嶐
郷
小　

木
村　

晴
美（
山
方
小
）

嶐
郷
小　

湖
口　
　

悟（
山
方
中
）

○
係　

長

大
宮
西
小　

仲
田
美
津
江（
山
方
小
）

�
��
�
�

○
校　

長　

山
方
小　

成
田　

實

山
方
中　

菊
池
寛
一
郎
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山
方
小
学
校
の
校
歌
完
成
を
記
念
し
、

木
村
則
幸
氏
（
大
字
山
方
）・
宇
都
宮
孝
和

氏
（
長
野
県
在
住
・
山
方
町
出
身
）
の
両

氏
か
ら
校
歌
の
歌
詞
が
刻
ま
れ
た
銘
板
が

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
��
	



　

山
方
小
学
校
・
山
方
南
小
学
校
の
校
章

完
成
を
記
念
し
、
伊
東
計
氏
（
大
字
山
方
）

か
ら
両
校
の
「
校
章
銘
板
」
が
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。

山方南小学校の体育館に
掲げられた「校章銘板」

山方小学校の体育館に掲
げられた「校歌銘板」
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※曲目は変更の可能性がありますので、予めご了承下さい。



２００４２００４．．４４　広報やまがた広報やまがた （２０）（２０）
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保健福祉課　�５７－６８１２

４月から１年生になる虫歯のないお友達です。

これからも歯磨きを続けて、虫歯をつくらないようにしましょう。

������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������																				���������	������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

金子　 敦  也 ちゃん
あつ や

（大字長田）
藤田　 雪  奈 ちゃん

ゆき な

（大字山方）
木島　 彩  希 ちゃん

さ き

（大字山方）

小林　 愛  実 ちゃん
まな み

（大字山方）
青砥さくらちゃん
（大字盛金）

小野瀬 篤  美 ちゃん
あつ み

（大字山方）
直井　 颯  汰 ちゃん

そう た

（大字山方）

●虫歯にしないために・・・
�だらだら食いをしないようにしましょう。
１日３食の食事のほか１日１回～２回とおやつの回数を決め、ジュー
ス類は、食事の後やおやつのときに取りましょう。
�歯垢（虫歯菌の原因）をつくる、糖分の多いものは控えましましょう。
�食事は栄養のバランスを考え、ゆっくりよく噛んで食べましょう。
�歯磨きをしっかりとしましょう。
小学校低学年頃までは、親が最後の仕上げ磨きをしましょう。
�定期的に歯医者さんで検診を受けましょう。



（２１） 広報やまがた　２００４．４

Jones： I make the effort to use my brain and body.
 頭と体を使うようにしています。

Kimura： You don't eat red meat , do you ?
 肉は食べないんですか。

Jones ： NO , I try not to eat meat as much as 
possible.
ええ。できるだけ食べないようにしているん
です。

 That's better for your body.
 そのほうが体にいいですね。

Kimura： You practice the piano everyday.
 毎日ピアノを練習します。
 Can you play work by Beethoven?

ベートーベンの曲が弾けるようになりまし
たか。

Jones： No , not yet.
 いいえ。まだ弾けません。
 I want to play Beethoven soon.
 早く弾けるようになりたいです。

Health　健康

キャベツの甘酢漬け
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資
料
館
は
、
４
月
１
日
で
オ
ー
プ
ン
か
ら　

年
目
に
入
り
ま
し
た
。
昨
年
度

１９

の
入
館
者
は
、
３
、７
３
３
人
（
小
学
生
以
上
）
で
、
土
・
日
曜
日
は
清
流
公
園

の
ミ
ニ
新
幹
線
に
乗
る
家
族
連
れ
も
多
く
、（
幼
児
を
除
い
た
）
未
就
学
の
子
も

含
め
る
と
４
、４
４
５
人
に
な
り
ま
す
。
昭
和　

年
の
以
来
の
累
計
は
１
３
７
、５

６１

１
８
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。　

年
度
の
開
館
日
数
は
２
４
２
日
で
し
た
。
資
料
は

１５

学
校
再
編
で
の
旧
久
隆
小
・
旧
長
田
小
か
ら
の
も
の
、
金
砂
大
祭
礼
に
関
す
る
絵

巻
、
民
具
、
寄
贈
本
等
２
０
８
点
増
え
、
収
蔵
点
数
は
計
２
、９
２
４
に
な
り
ま

し
た
。
両
金
砂
神
社
の
７
日
間
の
行
程
の
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
も
揃
い
ま
し
た
、
テ
ー

プ
は
他
に
中
島
藤
衛
門
・
西
野
内
和
紙
（
長
田
小
作
品
）、
火
打
ち
道
具
（
東
京

江
戸
博
物
館
）
な
ど
も
有
り
ま
す
の
で
い
つ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
資
料
貸

出
が
２
件
（
白
河
・
龍
ヶ
崎
市
）
あ
り
ま
し
た
。
小
さ
い
児
に
は
ミ
ニ
機
関
車
、

お
年
寄
り
に
は
収
蔵
室
の
往
時
の
民
具
に
人
気
が
あ
り
、
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。
調

査
や
研
究
で
の
来
館
者
で
は
藤
衛
門
翁
の
肖
像
画
を
描
い
た
雅
号
「
彭
城
」
に
つ

い
て
詳
し
く
教
え
て
下
さ
っ
た
方
も
い
ま
し
た
。

　

地
域
の
文
化
財
、
民
具
等
先
人
の
残
し
た
生
活
資
料
を
保
存
し
、
後
世
に
伝
え

る
の
が
資
料
館
設
立
の
趣
旨
で
、
町
内
の
方
々
か
ら
の
寄
贈
は
続
い
て
い
ま
す
の

で
更
に
充
実
し
て
い
く
事
に
な
り
ま
す
。

　
　

月　

日
の
町
村
合
併
を
控
え
、「
山
方
の
歩
み
」（
仮
称
）
の
特
別
展
を
開
催

１０

１６

す
る
予
定
で
す
。

�
平
成　

年
度�
15

●キャベツには、ビタミンＵが含まれ、傷ついた胃腸
に優しく作用します。胃壁の粘膜を丈夫にし、傷つ
いた胃壁の回復を助けたり、潰瘍を抑えたりする効
果があります。また、ビタミンＣも淡色野菜の中で
はナンバーワンの含有量で、大きい葉１枚には１日
に必要なビタミンＣの約70％が含まれます。便秘、
整腸にも効果があります。

【材　料】（１人分） 《１人分６４キロカロリー》
酢  …………………１／２カップ
砂糖 …………………大さじ１
塩・しょうゆ  ……各小さじ１／２
赤とうがらし

キャベツ  …………１００ｇ
ごま油 …………小さじ１ （Ａ

【
写
真：

昨
年
度
の
収
蔵
品
か
ら
】

【作り方】
①キャベツは、１口大に切る。
②Ａをボールに入れ、混ぜる。
③フライパンに油を熱し、①を炒め、油がなじんできたら
とり出し、②につける。時々混ぜながら20～30分おいて
なじませる。

※外側の葉は、やや固めなので、火を通した料理に。中間
の葉は、いろいろ使用でき、中心の葉は、生で食べたり
漬物などに向く。

▲久隆金山使用道具類
（旧久隆小）

�教材・貨幣（旧長田小）

�
金
砂
大
祭
礼
絵
巻
・
写
真
集



２００４２００４．．４４　広報やまがた広報やまがた （２２）（２２）

文
・
堀

江

文

男

��
�������������������

　
「
あ
っ
！　

や
っ
ぱ
り
こ
の 
崖 
か
ら 
落 

が
け 

お

ち
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
こ
り
や 
大  
変 
だ
。」

た
い 
へ
ん

　

と
、 
誰 
か
が 
大  
声 
で 
叫 
び
ま
し
た
。 
近 

だ
れ 

お
お 
ご
え 

さ
け 

き
ん

 
所 
の 
人 
が
命

じ
ょ 

ひ
と

い
の
ち

   

が
け
で
、
や
っ
と 
羽  
織 
を 
拾 

は 
お
り 

ひ
ろ

い 
上 
げ
て 
来 
ま
し
た
。
ま
ぎ
れ
も
な
く 
亥 

あ 

き 

い

 
助  
爺 
さ
ん
の
も
の
で
す
。
み
ん
な
が
お
そ

す
け 
じ
い

る
お
そ
る 
羽  
織 
を 
動 
か
す
た
び
に
、 
袖 
の

は 
お
り 

う
ご 

そ
で

あ
た
り
で
ゴ
ソ
ゴ
ソ
と 
音 
が
し
ま
し
た
。

お
と

 
不  
思  
議 
に 
思 
っ
て 
中 
を
さ
が
す
と
、
一 
枚 

ふ 

し 

ぎ 

お
も 

な
か 

ま
い

の 
紙 
が 
出 
て 
来 
ま
し
た
。

か
み 

で 

き

　
『
病
び
ょ
う

   
 
気 
に
は
か
て
ま
せ
ん
。 
太  
郎 
や 
近 

き 

た 
ろ
う 

き
ん

 
所 
の 
方  
 々
に
は
ご 
厄  
介 
を
か
け
ま
し
た
。

じ
ょ 

か
た 
が
た 

や
っ 
か
い

私
   

ど
も
以

わ
た
く
し

   

上
い
じ
ょ
う

   

に 
苦 
し
い 
生  
活 
に 
追 
わ
れ

く
る 

せ
い 
か
つ 

お

て
い
る 
方 
も 
沢  
山 
お
り
ま
す
。 
助 
け 
合 
い

か
た 

た
く 
さ
ん 

た
す 

あ

な
が
ら
が
ん
ば
っ
て 
下 
さ
い
。
私

く
だ

   

ど
も

わ
た
く
し

は
、 
神  
 々
の 
生 
け 
贄 
と
な
り
再

か
み 
が
み 

い 

に
え

ふ
た
た

   

び 
生 
ま
れ

う

 
変 
わ
っ
て 
来 
ま
す
。 
南  
無  
三  
宝 
』

か 

き 

な 

む 
さ
ん 
ぽ
う

と
い
う
よ
う
な 
書 
き
つ
け
で
し
た
。

か

　
 
太  
郎 
は
、
た
だ 
呆  
然 
と 
羽  
織 
を 
抱 
い
た

た 
ろ
う 

ぼ
う 
ぜ
ん 

は 
お
り 

だ

ま
ま
、 
立 
ち
す
く
ん
で 
声 
も 
出 
ま
せ
ん
。

た 

こ
え 

で

 
近  
所 
の 
人  
 々
も
、

き
ん 
じ
ょ 

ひ
と 
び
と

　
「
命い
の
ち

   

か
け
な
く
た
っ
て
…
…
。 
可  
哀  
想 

か 
わ
い 
そ
う

な
こ
と
こ
の 
上 
も
な
し
だ
。
あ
ん
な 
慈  
悲 

う
え 

じ 

ひ

 
深 
い 
方 
な
の
に
…
…
」

ぶ
か 

か
た

と
同
   

情
ど
う   

す
る
も
の
ば
か
り
で
し
た
。

じ
ょ
う

　

や
が
て
、
一 
年 
一 
年 
と 
村 
の
く
ら
し
む

ね
ん 

ね
ん 

む
ら

き
も
よ
く
な
り
、 
五  
穀 
豊
   

穣

ご 
こ
く 
ほ
う
じ
ょ
う

   

の 
年 
が
も

と
し

ど
っ
て 
来 
ま
し
た
。

き

　

そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
は
、 
誰 
い
う
と

だ
れ

な
く
、 
婆 
さ
ん
の 
落 
ち
た 
崖 
を
「 
婆  
 々
こ

ば
あ 

お 

が
け 

ば 

ば

ろ
ば
し
」（ 
別  
名 
、 
牛 
の
よ
う
に
慎
   

重

べ
つ 
め
い 

う
し 

し
ん   

に

ち
ょ
う

 
歩 
く 
動  
物 
で
も 
落 
ち
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る 

ど
う 
ぶ
つ 

お

「 
牛 
こ
ろ
ば
し
」）、 
爺 
さ
ん
の 
落 
ち
た 
崖 

う
し 

じ
い 

お 

が
け

を
「 
爺  
 々
こ
ろ
ば
し
」（ 
別  
名 
、 
鬼 
の
よ

じ 

じ 

べ
つ 
め
い 

お
に

う
な 
頑  
固 
な 
猛  
者 
で
も 
落 
ち
る
と
命

が
ん 
こ 

も 

さ 

お

   

が
な

い
の
ち

い
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
「 
鬼 
こ
ろ
ば
し
」）

お
に

と 
呼 
び
、
両

よ

り
ょ
う

   
 
親 
を 
背  
負 
っ
て 
登 
っ
た 
坂  
道 

し
ん 

せ 

お 

の
ぼ 

さ
か 
み
ち

を
「 
太  
郎  
坂 
」
と 
呼 
ん
で
い
る
と
、 
古  
老 

た 
ろ
う 
ざ
か 

よ 

こ 
ろ
う

は 
悲 
し
げ
に 
語 
っ
て
い
ま
し
た
。そ
し
て
、

か
な 

か
た

　
「 
年  
寄 
り
と
い
う
も
の
は
『
体

と
し 
よ

   

こ
そ

か
ら
だ

 
弱 
っ
て
い
て
も
、
魂

よ
わ

   

ま
で
は
衰

た
ま
し
い

   

え
て
い
る

お
と
ろ

も
の
で
は
な
い
』
と
い
う
こ
と
を
、 
身 
を
み

も
っ
て 
村  
人 
た
ち
に 
教 
え
た
の
で
し
ょ

む
ら 
び
と 

お
し

う
。」
と
。

　

そ
の 
崖 
の 
下 
に
は
、 
白 
い
バ
ラ
ぐ
み
の

が
け 

し
た 

し
ろ

 
花 
が 
咲 
き
、 赤 
や 
黄  
色 
の 
実 
が 
熟 
れ
ま
す
。

は
な 

さ 

あ
か 

き 
い
ろ 

み 

う

　
「
そ
の
ぐ
み
の 
実 
は
と
っ
て 
食 
べ
る
な
」

み 

た

と 
親 
か
ら
い
わ
れ
た
、
と 
教 
え 
児 
た
ち
が

お
や 

お
し 

ご

 
語 
っ
て
い
ま
す
。

か
た

（
お
わ
り
）

●
こ
の 
秘  
話 
は
「 
姥  
捨  
伝  
説 
」
で
は
な
い

ひ 

わ 

う
ば 
す
て 
で
ん 
せ
つ

か
と 
申 
す 
方 
も
お
り
ま
す
が
、 
姥  
捨  
伝  
説 

も
う 

か
た 

う
ば 
す
て 
で
ん 
せ
つ

で
は
、
昭
し
ょ
う

   
 
和 　
 
年 
（
１
９
５
６
）
に 
深  
沢 

わ 

ね
ん 

ふ
か 
ざ
わ

31

 
七  
郎  
著 
「 
楢  
山  
節  
考 
」
が 
発  
刊 
さ
れ
、
テ

し
ち 
ろ
う 
し
ょ 

な
ら 
や
ま 
ぶ
し 
こ
う 

は
っ 
か
ん

レ
ビ
、 
映  
画  
化 
な
ど
で 
有  
名 
に
な
り
ま
し

え
い 
が 

か 

ゆ
う 
め
い

た
。
し
か
し
、 
当  
地  
方 
に
、
そ
れ 
以  
前 
か

と
う 
ち 
ほ
う 

い 
ぜ
ん

ら 
語 
り 
継 
が
れ
て
い
た
こ
と
に
お
ど
ろ
き

か
た 

つ

ま
す
。

　
 
場  
所 
に
よ
っ
て
は
「 
鬼 
こ
ろ
ば
し
」「 
人 

ば 
し
ょ 

お
に 

ひ
と

 
落 
と
し
」「

お

 
狼 
谷

お
お
か
み   

」
な
ど
と
い
わ
れ
て
い

だ
に

る
よ
う
で
す
。

　

こ
の 
棄  
老  
伝  
説 
で
は
「 
口  
減 
ら
し
」
の

き 
ろ
う 
で
ん 
せ
つ 

く
ち 
べ

た
め
に
、 
飢  
饉 
の 
時 
な
ど
に
領

き 
き
ん 

と
き

り
ょ
う

   
 
主 
な
ど
が

し
ゅ

 
棄  
老 
を 
命 
じ
た
と
い
わ
れ
ま
す
が
、 
実  
際 

き 
ろ
う 

め
い 

じ
っ 
さ
い

に
は
、 
親 
の 
愛 
に 
対 
し
て 
捨 
て
る
こ
と
を

お
や 

あ
い 

た
い 

す

や
め
た
り
、 
老  
人 
へ
の 
畏  
敬 
の 
念 
に 
対 
し

ろ
う 
じ
ん 

い 
け
い 

ね
ん 

た
い

て
、
そ
の
形
か
た
ち

   

だ
け
で
、
わ
が 
家 
に 
連 
れ
も

や 

つ

ど
し 
隠  
居 
な
ど
に 
住 
ま
わ
せ
た
と
い
わ
れ

い
ん 
き
ょ 

す

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
て
、 
老 
い
を
い
た
わ
る
心

お

   

は
、

こ
こ
ろ

た
と
え 
切  
羽 
つ
ま
っ
た 
老  
人 
た
ち
が
こ
う

せ
っ 
ぱ 

ろ
う 
じ
ん

し
た 
死 
を 
選 
ん
だ
に
せ
よ
、 
後  
世 
に 
残 
さ

し 

え
ら 

こ
う 
せ
い 

の
こ

れ
た 
人  
 々
に
仏

ひ
と 
び
と

ほ
と
け

   

と
な
り 
神 
と
な
っ
て 
救 
っ

か
み 

す
く

て
い
る
、
と
い
う 
気  
持 
ち
を 
大  
切 
に
し
た

き 

も 

た
い 
せ
つ

い
も
の
で
す
。

　
 
高  
齢  
化  
社  
会 
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
失

こ
う 
れ
い 
か 
し
ゃ 
か
い

   
う
し
な

わ
れ
つ
つ
あ
る 
老 
い
を
尊

お

と
う
と

   

ぶ 
姿  
勢 
を 
見 

し 
せ
い 

み

 
直 
す
お
話

な
お

   

に
し
た
い
も
の
で
す
。

は
な
し



（２３） 広報やまがた　２００４．４

（１４７）

御配賦諸御用人足留帳　③

山
方
町
俳
句
ク
ラ
ブ

＜写真と文・金子理一郎＞

（前月比）

（ ＋１ ）

（ －１１ ）

（　－４　）

（　－７　）

平成1 6年 ３ 月 １ 日現在

世帯数　　２，７４９戸

人　口　　８，０３７人

　男　　　３，９３９人

　女　　　４，０９８人

面　積　　８４．０６�

戸 籍 の 窓

まちのすがた �
�
��
�
��
�
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ら

�
�
�
�
�
�
�
�
��
�
�
�

　
　
　
　

以
書
附
申
触
候

従
公
辺
よ
り
被　
仰
出　
候
所
、
畢
竟
武
備
御
充
実
外

虜
御
掃�
の
御
趣
意
被　
仰
出　
候
義
、
中
納
言
様
御

感
佩
被　
遊
、以
来
銅
鉄
の
器
物
御
手
元
の
御
品
迄
御

�
�
勿
論
無
用
の�
費
悉�
御
省
被　
遊
、
武
備
御

充
実　

天
朝　

公
辺
の
御
趣
意�
被　
為　
協
候
様�

と
の
思
召
被　
為　
在
候
条
其
旨
奉　
承
知　
、
一
統
厚

相
心
得
候
様
被　
仰
出　
候

右
の
趣
支
配
々
末
々
迄
無�
可
被
相
達
候
事

１　

将
軍
家
茂
は
、
京
都
か
ら
江
戸
へ
帰
っ
て
す
ぐ

に
、
水
戸
藩
主
徳
川
慶
篤
に
、
攘
夷
鎖
港
の
命

が
下
っ
た
こ
と
を
伝
達
し
た
。

　
　
　

慶
篤
は
五
月
二
十
四
日
、
鎖
国
実
現
に
努
力

す
る
の
で
、
筑
波
勢
天
狗
党
と
諸
生
派
に
対
し

て
、
騒
動
を
静
め
る
よ
う
命
令
を
出
し
て
い
る
。

（
水
戸
市
史　

中
巻
）

２　

畢
竟　

ひ
っ
き
ょ
う
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
。
つ
ま

り
。
結
局
。

３　

外
虜　

外
敵
の
こ
と
。

４　

掃�
　

撃
ち
は
ら
う
こ
と
。

５　

中
納
言
様　

水
戸
藩
主
徳
川
慶
篤
。

６　

感
佩　

か
ん
ぱ
い
。
心
に
深
く
感
ず
る
こ
と
。

シ

ク

ニ

ニ

おめでとうございます
　　　　　　　　（３月届出分）
　集　落　名　　　氏　名　　保護者
駒 形 平（山　方） 岡  � 　�

おか ざき りん

    奈 　　保
な

上 の 原（野　上） 小  室 　 莉  未 　道　則
こ むろ り み

梅　 橋（長　沢） 鈴  木 　 香  藍 　賢　二
すず き ここ あ

����������������

ご冥福をお祈りします
　　　　　　　　（３月届出分）
　集　落　名　　　　氏　名　　年齢
下小池２（山　方）　井上　三次 １０１歳
余 ノ 倉（諸　沢）　中島　敏男　７２歳
神 奉 地（山　方）　河野　�次　７５歳
南　　　（照　田）　今野　正秀　７２歳
仲　　内（長　田）　海老根光男　６５歳
市 ノ 沢（山　方）　安掛美代子　７４歳
下 仲 合（諸　沢）　�沢　宗一　６０歳
久 隆 下（久　隆）　岡崎　一男　６５歳
� 井 釣（盛　金）　堀江　忠夫　５４歳
羽 出 庭（長　田）　柏　　ふみ　８９歳

１

二

一

２

３

二

４

一

５

６

レ

レ
レ

レ

レ

レ

二

一

二

一
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��������������������
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��������������������
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○
町
へ（
教
育
関
係
）

●
金
２
０
０
、０
０
０
円

　

小
室
ち
ひ
ろ　

様
（
大
宮
町
岩
崎
）

○
山
方
・
山
方
南
小
学
校
へ

●
東
金
砂
神
社
・

　
　
　

西
金
砂
神
社
大
祭
礼
写
真
集

　

柳
下　

征
史　

様
（
大
字
西
野
内
）



２００４．４ 広報やまがた

広報やまがた　平成１６年４月号（№３５３号） 編集・発行／山方町役場秘書課　〒３１９－３１９２　那珂郡山方町大字山方６６０　TEL ０２９５－５７－２１２１　FAX ０２９５－５７－３９９２
Ｅメールアドレス　hisyo@town.yamagata.ibaraki.jp　公式ホームページ　http://www.town.yamagata.ibaraki.jp この広報は古紙配合率１００％再生紙と

大豆油インキを使用しています。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
く
「
わ
た
し
の
作
品
」（
絵
画
・
写
真
・
書
・

そ
の
他
）、「
わ
が
家
の
わ
ん
ぱ
く
」（
概
ね
３
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん
）
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
秘
書
課
公
聴
広
報
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

�
（　

）６
８
２
１

５７

宇留野 悠 樹   　ちゃん （H14.12.25生）
ゆう き

（大字山方）
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わんぱくでもやさしい子になってね。
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全
国
き
の
こ
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
優
良
賞

「
そ
ば
が
き
ス
テ
ー
キ

き
の
こ
ソ
ー
ス
」

根本　紀子さん
（大字山方）




